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別表第1(生物生産学部細則第6条第2項，第17条関係) 

履修表(教養教育科目)（国際生物生産学主専攻プログラム） 

区
分 科目区分 

要修得

単位数 
授業科目等 単位数 

履修 

区分 

履修年次(注1) 

1年次 2年次 3年次 4年次 

前 後 前 後 前 後 前 後 

教
養
教
育
科
目 

平和科目 2 (注2)  2 必修 ○        

大学

教育

基礎

科目 

教養ゼミ 2 教養ゼミ 2 必修 ◎        

大学教育入門 2 (注2)  2 必修 ◎        

共
通
科
目 

外
国
語
科
目 

英
語 

コミュニケーション 基礎 2 
コミュニケーション基礎Ⅰ 1 

必修 
◎        

コミュニケーション基礎Ⅱ 1  ◎       

コミュニケーションⅠ 2 
コミュニケーションⅠA 1 

必修 
◎        

コミュニケーションⅠB 1 ◎        

コミュニケーションⅡ 2 
コミュニケーションⅡA 1 

必修 
 ◎       

コミュニケーションⅡB 1  ◎       

 1 

英語圏フィールドリサーチ 

 



 

○ 履 修 上 の 留 意 事 項  

 

 

注 1：○印は標準履修年次を，◎印はその年次での履修を強く要望していることを表しており，◎，○を示

す年次以降はいつでも履修することが可能である。なお，授業科目により開設期が異なる場合がある

ので，学生便覧の教養教育開設授業科目一覧で確認すること。 

 

注 2：英語で提供される科目から履修することが望ましい。 

 

注 3：自然科学系科学群から4単位以上，人文社会科学系科目群から4単位以上修得すること。4単位を超える

情報・データサイエンス科目の修得単位は自然科学系科学群に含めることができる。 

 

注 4：数学Ⅲを高等学校等で履修した者は「基礎微分積分学」を，数学Ⅲを高等学校等で履修していない者

は「微分積分通論」を履修すること。 

 

注 5：1年次開設の「化学実験ベーシック」を履修すること。ただし，「化学実験ベーシック」の単位修得がで

きず，その再履修が難しい場合のみ「化学実験法・同実験Ⅰ」の履修を認めることとする。 

 

 
 



 

別表第 2(生物生産学部細則第 6 条第 3 項，第 17 条関係) 

履修表(専門基礎科目)（国際生物生産学主専攻プログラム） 

区

分 

科 目 区 分 
要修得 

単位数 
授 業 科 目 単位数 

履 修 年 次 

1 年次 2 年次 3 年次 4 年次 

前 後 前 後 前 後 前 後 

専

門

教

育

科

目 

専門基礎科目 24 

Introduction to Applied 

Biological Science I 
2 ○        

微生物学入門 

分子生化学入門 

食料資源論 

生物生産学のための物理学入門 

科学技術倫理学 

生物統計学 

生物環境学 

基礎生物学実験Ⅰ 

基礎生物学実験Ⅱ 

基礎化学実験 

基礎物理学実験 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

〇 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必修科目  計 20 単位 

Introduction to Applied 

Biological Science II 
2  ○       

フィールド科学演習 

生物生産リサーチフロント 

海外生物生産学演習Ⅰ 

海外生物生産学演習Ⅱ 

生理学入門 

公衆衛生学 

2 

2 

2 

1～2 

2 

2 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

  

選択必修科目 

上記科目から 4 単位選択必修 

(4 単位を超える履修単位は国際生物生産学プログラムの選択科目と 

する。) 

 



 

 

別表第 2（生物生産学部細則第 6 条第 3 項，第 17 条関係） 

○ 国際生物生産学主専攻プログラム履修表（専門科目） 

区

分 

科 目 区 分 

要修

得単

位数 

授 業 科 目 
単位

数 

履 修 年 次 

1 年次 2 年次 3 年次 4 年次 

前 後 前 後 前 後 前 後 

専

門

教

育

科

目 

専 門 科 目 56 

分野別専門パッケージ科目(注 1) 

Graduate Thesis I 

Graduate Thesis II 

Graduate Thesis III 

Graduate Thesis IV 

10 

2 

2 

2 

2 

   ○ ○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

必修科目  計 18 単位 

専 
門 
英 
語 
科 
目 
群 

(注 2) 

Global Environmental Issues and 
Managements 

3    ○     

Modern Food Science 

Insect Science 

Fish Production 

Plankton Biology 

3 

3 

3 

3 

   ○ 

○ 

○ 

○ 

    

Animal Science and Technology 3    ○     

Physiology of Field Crop Production 3    ○     

Introduction Physiology of Domestic  
Animals 

3    ○   

 



国際生物生産学主専攻プログラムにおける学習の成果
評価項目と評価基準との関係

極めて優秀(Excellent) 優秀(Very Good) 良好(Good)

(1)
専門分野に関わる課題を解決するために必要な，学
際的・総合的に考える能力や，広い視野から俯瞰し
行動するための知識・理解

専門分野に関わる課題を解決するために、学際
的・総合的に考える能力や、広い視野から俯瞰
し行動する能力について，優れた力を持ってい
る。

専門分野に関わる課題を解決するために、学際
的・総合的に考える能力や、広い視野から俯瞰
し行動する能力について，十分な力を持ってい
る。

専門分野に関わる課題を解決するために、学際的・
総合的に考える能力や、広い視野から俯瞰し行動す
る能力について，基礎的な力を持っている

(2) 専門分野を学ぶために必要な基礎的知識・理解

専門分野を学ぶために必要な基本的な知識があ
り，かつ深く理解し，他の項目と関連付けて応
用的な説明ができる。

専門分野を学ぶために必要な基本的な知識があり，
十分に理解し，他の項目と関連付けて説明ができ
る。

専門分野を学ぶために必要な基本的な知識があ
り，概ね理解し，基本的な説明ができる。

(3) 生物生産に関する知識・理解

生物生産学に関する水圏統合科学，応用動植物科
学，食品科学，そして分子農学生命科学に関する領
域において、基本的な知識があり，十分に理解し，説
明・応用することができる。

生物生産学に関する水圏統合科学，応用動植物科
学，食品科学，そして分子農学生命科学に関する領
域において、基本的な知識があり，十分に理解し，説
明することができる。

生物生産学に関する水圏統合科学，応用動植物科
学，食品科学，そして分子農学生命科学に関する領
域において、基本的な知識と理解がある。

(1)
専門的分野を学ぶために必要な基礎的コミュニケー
ション・情報処理・身体活動の能力

専門的分野を学ぶために必要な基礎的なコミュニ
ケーション・情報処理・身体活動の各要素について，
優れた力を持っている。

専門的分野を学ぶために必要な基礎的なコミュニ
ケーション・情報処理・身体活動の各要素について，
十分な力を持っている。

専門的分野を学ぶために必要な基礎的なコミュニ
ケーション・情報処理・身体活動の各要素について，
基礎的な力を持っている

(2)
専門分野を学ぶために必要な基礎的実験能力・技
能

専門的分野を学ぶために必要な基礎的実験能力・
技能を十分身につけており，主体的に応用すること
ができる。

専門的分野を学ぶために必要な基礎的実験能力・
技能を十分身につけており，指示に従って実施する
ことができる。

専門的分野を学ぶために必要な基礎的実験能力・
技能を概ね身につけており，実施の補助ができる。

(3) 生物生産に関する研究領域における知的能力・技能

生物生産学に関する水圏統合科学，応用動植物科
学，食品科学，そして分子農学生命科学に関する領
域において，知的能力・技能を十分身につけており，
活用することができる。

生物生産学に関する水圏統合科学，応用動植物科
学，食品科学，そして分子農学生命科学に関する領
域において，知的能力・技能を身につけており，活用
することができる。

生物生産学に関する水圏統合科学，応用動植物科
学，食品科学，そして分子農学生命科学に関する領
域において，知的能力・技能を身につけている。

(4)
英文の専門的学術論文読解と英語でのプレゼン
テーションができる科学英語力

英語に関する充分な語学力を有し，専門的な学術論
文を読んで十分に理解し，研究成果を英語でまとめ
る高い文章力があり，それを発表できる十分な英語
プレゼン力を有する。

英語に関する基本的な語学力を有し，専門的な学術
論文を読んで全容を理解し，研究成果を英語でまと
める基本的な文章力があり，それを発表できる英語
プレゼン力を有する。

英語に関する基礎的な語学力を有し，専門的な学術
論文を読んで内容をある程度理解し，研究成果を英
語でまとめる基礎的な文章力があり，それを英語で発
表することができる。

(1)
周辺領域の情報を収集して，専門分野を補完し，生
物生産に関わる分野を多面的に考える能力

周辺領域の情報を収集して，専門分野を補完し，生
物生産学に関する水圏統合科学，応用動植物科
学，食品科学，そして分子農学生命科学について多
面的に考え，人に説明し応用することができる。

周辺領域の情報を収集して，専門分野を補完し，生
物生産学に関する水圏統合科学，応用動植物科
学，食品科学，そして分子農学生命科学について多
面的に考え，人に説明することができる。

周辺領域の情報を収集して，専門分野を補完し，生
物生産学に関する水圏統合科学，応用動植物科
学，食品科学，そして分子農学生命科学について多
面的に考えることができる。

(2)

生物生産学に関する水圏統合科学，応用動植物科
学，食品科学，そして分子農学生命科学について多
面的に考える分野において，自分の考えをまとめ，そ
れに基づく実証を行い，結論を文章や口頭で論理的
に発表し，意見交換できる能力

生物生産学に関する水圏統合科学，応用動植物科
学，食品科学，そして分子農学生命科学について多
面的に考える分野において，自分の考えをまとめ，そ
れに基づく実証を行い，結論を英語で論理的に発表
し，英語で高度な意見交換することができる。

生物生産学に関する水圏統合科学，応用動植物科
学，食品科学，そして分子農学生命科学について多
面的に考える分野において，自分の考えをまとめ，そ
れに基づく実証を行い，結論を英語で論理的に発表
し，英語で十分に意見交換することができる。

生物生産学に関する水圏統合科学，応用動植物科
学，食品科学，そして分子農学生命科学について多
面的に考える分野において，自分の考えをまとめ，そ
れに基づく実証を行い，結論を英語で論理的に発表
し，英語で意見交換することができる。

主専攻プログラムにおける教養教育の位置づけ

能
力
・
技
能

総
合
的
な
力

別紙２

学習の成果 評価基準

評価項目

知
識
・
理
解

本プログラムにおける教養教育は，専門教育を受けるための語学力と学問的基盤作りの両者の役割を担っています。自主的・自立的に学習する態度を習慣づけ，情報収集力・ 分析力・批判力を基盤

とする科学的思考力とそれらを英語で意見交換できる語学力を養成します。ものごとの本質と背景を広い視野から洞察する力や，国際人として生きるにふさわしい語学力と平和に 関する関心を強化しま



評価項目と授業科目との関係

科目中
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項目の
加重値

評価項
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目中の
加重値
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目中の
加重値
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加重値
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目中の
加重値
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項目の
加重値
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目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

教養教育科目 平和科目 2 必修 1セメ 100 1 100

教養教育科目 教養ゼミ 2 必修 １セメ 100 1 100

教養教育科目 大学教育入門 2 必修 １セメ 100 1 100

教養教育科目 外国語科目 11
必修・選択

必修 1-4セメ 60 1 40 1 100

教養教育科目
情報・データサイエン
ス科目

4 必修 １-2セメ 100 1 100

教養教育科目 領域科目 9 選択必修 1-6セメ 100 1 100

教養教育科目 健康スポーツ科目 2 選択必修 1-2セメ 100 1 100

教養教育科目
基礎微分積分学又は微
分積分通論

2 必修 １セメ 100 1 100

教養教育科目 有機化学 2 必修 ２セメ 100 1 100

教養教育科目 種生物学 2 必修 １セメ 100 1 100

教養教育科目 細胞科学 2 必修 ２セメ 100 1 100

教養教育科目 一般化学 2 必修 １セメ 100 1 100

教養教育科目
「化学実験ベーシック」又
は「化学実験法・同実験
I」

1 必修 1セメ 100 1 100

教養教育科目
「生物学実験法・同実験
I」

1 必修 2セメ 100 1 100

専門科目
Introduction to Applied

Biological Science I
1 必修 １セメ 100 1 100

専門科目 微生物学入門 2 必修 １セメ 100 1 100

専門科目 分子生化学入門 2 必修 ２セメ 100 1 100

専門科目 食料資源論 2 必修 ２セメ 100 1 100

専門科目
生物生産学のための物
理学入門

2 必修 ２セメ 100 1 100

専門科目 科学技術倫理学 2 必修 ２セメ 100 1 100

(2)
知識・理解 能力・技能 総合的な力

別紙３

(1) (2)(4)

評　価　項　目 科目
中の
評価
項目
の総
加重
値

(3)(1) (3)(2) (1)
科目区分 授業科目名 単位数

必修・
選択
区分

開設期

（国際生物生産学プログラム）
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(2)
知識・理解 能力・技能 総合的な力

(1) (2)(4)

評　価　項　目 科目
中の
評価
項目
の総
加重
値

(3)(1) (3)(2) (1)
科目区分 授業科目名 単位数

必修・
選択
区分

開設期

専門科目 生物統計学 2 必修 ３セメ 100 1 100

専門科目 生物環境学 2 必修 ３セメ 100 1 100

専門科目 基礎生物学実験Ⅰ 1 必修 ３セメ 100 1 100

専門科目 基礎生物学実験Ⅱ 1 必修 ３セメ 100 1 100

専門科目 基礎化学実験 1 必修 ３セメ 100 1 100

専門科目 基礎物理学実験 1 必修 ３セメ 100 1 100

専門科目
Introduction to Applied

Biological Science II
2 選択必修 ２セメ 100 1 100

専門科目 フィールド科学演習 2 選択必修 ２セメ 100 1 100

専門科目
生物生産リサーチフロ
ント

2 選択必修 ２セメ 50 1 50 1 100

専門科目 海外生物生産学演習I 2 選択必修 ３セメ 50 1 50 1 100

専門科目
海外生物生産学演習
II

1～2 選択必修 ３セメ 50 1 50 1 100

専門科目 生理学入門 2 選択必修 ３セメ 100 1 100

専門科目 公衆衛生学 2 選択必修 ６セメ 100 1 100

専門科目

Global Environmental

Issues and

Managements

3 選択必修 4セメ 100 1 100

専門科目 Modern Food Science 3 選択必修 4セメ 100 1 100

専門科目 Insect Science 3 選択必修 4セメ 100 1 100

専門科目 Fish Production 3 選択必修 4セメ 100 1 100

専門科目 Plankton Biology 3 選択必修 4セメ 100 1 100

専門科目
Animal Science and

Technology
3 選択必修 4セメ 100 1 100

専門科目
Physiology of Field

Crop Production
3 選択必修 4セメ 100 1 100

専門科目
Introduction physiology

of Domestic Animals
3 選択必修 4セメ 100 1 100

専門科目
Molecular Agro-life

Science
3 選択必修 4セメ 100 1 100

（国際生物生産学プログラム）
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(2)
知識・理解 能力・技能 総合的な力

(1) (2)(4)

評　価　項　目 科目
中の
評価
項目
の総
加重
値

(3)(1) (3)(2) (1)
科目区分 授業科目名 単位数

必修・
選択
区分

開設期

専門科目

Molecular-level

Understanding of

Functionality of Foods

3 選択必修 4セメ 100 1 100

専門科目 Resource Management 3 選択必修 4セメ 100 1 100

専門科目 海外協定校で学ぶパッケージ科目 12 選択必修 4,6,8セメ 80 1 20 1 100

専門科目 分野別専門パッケージ科目 10 必修 5～8セメ 100 1 100

専門科目 Graduate Thesis I 2 必修 ５セメ 20 1 80 1 100

専門科目 Graduate Thesis II 2 必修 ６セメ 20 1 80 1 100

専門科目 Graduate Thesis III 2 必修 ７セメ 20 1 80 1 100

専門科目 Graduate Thesis IV 2 必修 ８セメ 20 1 80 1 100

（国際生物生産学プログラム）



別紙4
国際生物生産学主専攻プログラムカリキュラムマップ

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

平和科目（◎）

教養ゼミ（◎）
生物生産リサーチフ
ロント(○)

大学教育入門（◎）

基礎微分積分学/微
分積分通論（◎）

有機化学（◎） 生物統計学（◎） 公衆衛生学（○）

種生物学（◎） 細胞科学（◎） 生物環境学（◎）
一般化学（◎） 分子生化学入門（◎） 生理学入門（○）
Introduction to Applied
Biological Science I
（◎）

食料資源論（◎）
海外生物生産学演
習I（〇）

微生物学入門（◎）
生物生産学のための物
理学入門（◎）

海外生物生産学演
習II（〇）

Introduction to Applied
Biological Science II
（○）

科学技術倫理学（◎）

分子生化学入門（◎）
フィールド科学演習（○）

Global Environmental
Issues and
Managements（○）
Modern Food Science
（○）

Insect Science（○）

Fish Production（○）

Plankton Biology（○）

Animal Science and
Technology（○）

Physiology of Field
Crop Production（○）

Introduction physiology
of Domestic Animals
（○）

Molecular Agro-life
Science (○)

Molecular-level
Understanding of
Functionality of Foods
（○）
Resource Management
（○）

４年学習の成果 １年 ２年 ３年

評価項目

②専門分野を学ぶために必要
な基礎的知識・理解

①専門分野に関わる課題を解
決するために必要な，学際的・
総合的に考える能力や，広い
視野から俯瞰し行動するため
の知識・理解 領域科目（○）

③生物生産に関する知識・理
解

知
識
・
理
解



前期



別紙５ 

国際生物生産学主専攻プログラム担当教員リスト 

 

 

このプログラムは，水圏統合科学主専攻プログラム，応用動植物科学プログラム，食品科学プ

ログラム，分子農学生命科学プログラムを横断的に学ぶようカリキュラムを構成している。この

ため担当教員は，学年チューター長および各プログラム主任が兼ねることで構成する。 

別途，卒業論文指導教員を含めることができるものとする。 

なお，プログラム配属学生には，別途担当教員リストを通知する。 

 

 

教員名 プログラム・職名 内線番号 研究室 メールアドレス 

 
チューター長 

 
   

 
水圏統合科学主専

攻プログラム主任 
   

 
応用動植物科学プ

ログラム主任 
   

 
食品科学プログラ

ム主任 
   

 
分子農学生命科学

プログラム主任 
   

 
 

 
   

 
 

 
   

 
 

 
   

 


